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2021 年 12 月号 

 

寒さも少しずつ厳しくなり、本格的な冬の訪れを感じられる頃となりましたが、みなさまいかがお過ごしで

しょうか。今号は、自然塾同様に今年行えませんでしたが、2008 年より続いている事業です。来る 2022

年には地域との触れ合いの基幹事業の一つとして、再開を目指しておりますのでご紹介させていただきます。 

 

だがしや楽校  
だがしや楽校とは？  

『だがしや楽校』とは、子どもアミーゴ西東京が運営する 6 つの学童クラブと 1つの児童センターの子ども

達、保護者、地域の団体や住民のみなさんと作るお祭り『だがしや楽校』です。だがしや楽校は山形県発祥の

お祭りで、理事の繋がりを機に 2008 年にスタートして以来 12 年に渡り開催してきました。日常の自分た

ちの遊びや特技などをお店に出すことができるので、誰もが自主的に関わることができるお祭りです。  

  

 数年前のある日のこと、「今年のだがしやも一緒に段ボール迷路運ぶから声掛けてね！」と、学童クラブに

子どもをお迎えに来たスーツ姿のお父さんが、指導員に話しかけてくれました。このお父さんは、我が子が

学童クラブの仲間と 1 週間かけて作った、ちょっと怖い仕掛けや可愛いお化けの絵が目白押しの 20 畳程も

ある迷路を、子ども達や保護者と一緒に会場の公園まで運ぶよ、と指導員に持ち掛けてくれたのです。その

横で子どもはとても誇らしげにしています。昨年は上級生の背中を見て一緒に作り、今年は下級生をリード

して作ったものを、自分の大切な親が運ぶと言っているのですから誇らしくもなります。当日の朝、子ども

と保護者、指導員で一列になり会場へ向かいました。  

  

会場には、学童クラブの子ども達と大人たちが協力して出店する色々なお店、中高生が中心となって切り

盛りする児童センターのゲームのお店、市内で福祉活動を行っている団体や、市民活動への応援を行う法人

によるお店など、様々なお店が揃います。さらには、福島県いわき市の学童クラブの子ども達によるお店も見ら

れます。東日本大震災の復興支援を契機に、交流事業へと発展してきた背景があるのです。 また、学童クラブを

卒所して数年経っている子ども達が「高校の友達連れてきたよ！」と久しぶりに顔を見せて、お祭りを楽し

む姿もあります。卒所した後も、仲間達と再会し、地域に自分達の居場所があることを再確認できることが、

だがしや楽校の魅力の一つです。私たち大人も、自分達と地域の様々なつながりがあるからこそ、子どもを

真ん中にした街づくりを続けていけることを改めて確認できる場でもあります。  

  

 段ボールを運んでくれたお父さんたちのお店では、子ども達が段ボール迷路に勢いよく押し寄せてきます。

迷路リーダーも引き受けてくれたこの親子は、自分たちの自信作で楽しむお客さんの姿に、嬉しく心が躍っ

ている姿が見られました。お祭りに来た人に自分たちのお店を楽しんでもらい、次は自分もお客さんになっ

て相手のお店を楽しむという「自分見せ」を通して、たくさんの子ども達が活躍し、地域とのつながりの中で

『創意工夫・異世代交流・共同体験』を感じ、生きる豊かさを積み重ねるお祭りを目指して開催しています。  
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これまでのだがしや楽校の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいしいアミーゴ焼き        

 

ドキドキコリントゲーム            

 

大人気！！パターゴルフ         

楽しいヨーヨー釣り 

 

指輪をはめて、お姫様気分            

だがしはいかがですか？ 

お店の様子 
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お店番も楽しいな♪ 

 

白熱🔥 ベーゴマ大会！！ 

ベーゴマ大会に向けて 

強いベーゴマと紐を売ってるよ 

勝負あり！！ 

勝った！！ 

ちっちのち！！ 
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子どもアミーゴ西東京 「私たちが目指すもの」 

１．子どもにとって安心安全な社会をつくる。 

２．子どもを含むさまざまな世代の参画をすすめ、子どもを中心においた支えあいの地域をつくる。 

３．子育ての責任を安易に家庭に押し付けず、課題を抱えた家庭が地域とつながる家庭支援を行う。 

４．地域の構成員として子どもを明確に位置づけ、社会的自立に向けた成長を支援する。 

５．子どもを社会で育てるための条件整備者としての行政の責務を明確にし、積極的に協働型の地域づ

くりに関わる。 

 

 
アミーゴ通信 2021年 12月号 

発行日：2021 年 12 月 24 日     発行者：松本 毅 

住 所：西東京市西原町 1-5-13-101 電 話：042-478-0056   e-mail：info@kodomoamigo.org 

ウーノさん       

市内の福祉団体が運営するパンのお店、 

石窯パン工房ウーノでは、障がいを持つ人

たちとそれを支援する人たちが互いに力

を合わせて温かいパンを作っています。 

もちもち食パンは、西東京市「一店逸品」

準グランプリ受賞しているみたいです！ 

福島県 よつくらのお友だちと、 

アミーゴのみんなで手つなぎの木を 

作ったよ🌳👐 

 

やぎさわベース 

駄菓子・駄玩具などあわせて 200 アイテム

以上の商品を取り扱っていて、学童で人気

のベーゴマも売っているみたいです♪ 

 

福島県いわき市の学童クラブの 

子どもたちによるお店も見られます。 

東日本大震災の復興支援を契機に、 

交流事業へと発展してきた背景が あるのです。 

 協力関連団体 


